
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各種放送サービスから送信される複数の放送信号及び各種通信サービスから送信される

通信信号を受信する受信手段と、前記複数の放送信号と複数の通信信号を共通のデ
ジタル信号に変換するデジタル信号処理手段と、 の設置された家屋が鉄
筋構造か木造構造かを区別する情報を有し、該情報に応じて

電波の届く範囲を限定して前記デジタル信号を送信する送信手段とを備えたホ
ームサーバと、前記ホームサーバから送信されるデジタル信号を受信する受信手段と、前
記受信したデジタル信号を表示する表示手段とを備えた表示装置とからなるホームネット
ワークシステム。
【請求項２】
　前記送信手段は、更に、前記 の設置された家屋の面積を区別する情報を有
し、該情報に応じて 電波の届く範囲を限定して前
記デジタル信号を送信することを特徴とする請求項１記載のホームネットワークシステム
。
【請求項３】
　前記送信手段は、更に、 方向に関する情
報を有し、該情報に応じて 電波の方向を限
定して前記デジタル信号を送信することを特徴とする請求項１または２記載のホームネッ
トワークシステム。
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【請求項４】
　前記ホームサーバの受信手段は、衛星放送、テレビジョン放送またはケーブルテレビ放
送からの放送信号、及び電話回線からの通信信号を受信することを特徴とする請求項１乃
至３いずれか一項に記載のホームネットワークシステム。
【請求項５】
　前記ホームサーバと前記表示装置とで相互認識する相互認識手段を備え、前記表示装置
の相互認識手段が前記ホームサーバから送信された認識信号を受信して確認信号を返信し
、前記ホームサーバの相互認識手段が前記確認信号を返信した表示装置にアドレスを付加
することを特徴する請求項１乃至４いずれか一項に記載のホームネットワークシステム。
【請求項６】
　前記送信手段は、前記デジタル信号処理手段で変換されたデジタル信号を無線で前記表
示装置へ送信することを特徴とする請求項１乃至５のいずれか一項に記載のホームネット
ワークシステム。
【請求項７】
　前記送信手段は、使用する家屋が鉄筋構造か木造構造かを区別する情報及び該家屋の面
積を区別する情報に応じて送信距離を変更できる送信電力制御手段と、

方向に関する情報に応じて送信方向を変更することができる
送信方向制御手段とを有する無線制御手段を備えたことを特徴とする請求項１乃至６のい
ずれか一項に記載のホームネットワークシステム。
【請求項８】
　各種放送サービスから送信される複数の放送信号及び各種通信サービスから送信される

通信信号を受信する受信手段と、前記複数の放送信号と複数の通信信号を共通のデ
ジタル信号に変換するデジタル信号処理手段と、 の設置された家屋が鉄
筋構造か木造構造かを区別する情報を有し、該情報に応じて

電波の届く範囲を限定して前記デジタル信号を高周波信号に変換して送信する
送信手段とを備えたホームサーバと、このホームサーバからの高周波信号を受信してテレ
ビジョン信号に変換する信号変換装置と、この信号変換装置からのテレビジョン信号を受
信するテレビジョ 受像機とから構成されたことを特徴とするホームネットワークシステ
ム。
【請求項９】
　前記送信手段は、更に、前記 の設置された家屋の面積を区別する情報を有
し、該情報に応じて 電波の届く範囲を限定して前
記デジタル信号を送信することを特徴とする請求項８記載のホームネットワークシステム
。
【請求項１０】
　前記送信手段は、更に、 方向に関す
る情報を有し、該情報に応じて 電波の方向
を限定して前記デジタル信号を送信することを特徴とする請求項８または９記載のホーム
ネットワークシステム。
【請求項１１】
　前記信号変換装置は、前記ホームサーバからの高周波信号を受信する受信手段と、この
受信手段が受信した高周波信号をテレビジョン信号に変換する信号変換手段と、前記テレ
ビジョン信号を前記テレビジョン受像機に出力する信号出力手段と、から構成されたこと
を特徴する請求項８、９または１０記載のホームネットワークシステム。
【請求項１２】
　前記ホームサーバと前記信号変換装置とで相互認識する相互認識手段を備え、前記ホー
ムサーバの相互認識手段が認識信号を発信し、前記信号変換装置の相互認識手段が前記認
識信号を受信して確認信号を返信し、前記ホームサーバの相互認識手段が前記確認信号を
受信した信号変換装置にアドレスを付加することを特徴とする請求項８乃至１１のいずれ
か一項に記載のホームネットワークシステム。
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【請求項１３】
　前記ホームサーバの相互認識手段は、前記ホームネットワークシステムに新たに信号変
換装置が追加されたかを判断する装置判断手段を備え、追加された信号変換装置に対して
認識信号を発信するようにしたことを特徴とする請求項１２記載のホームネットワークシ
ステム。
【請求項１４】
　前記相互認識手段は、前記確認信号の返信があった信号変換装置に既にアドレスが付加
されているかを判断するアドレス判断手段を備え、既にアドレスが付加されている場合は
同じアドレスを付加し、アドレスが付加されていない場合は、異なるアドレスを付加する
ようにしたことを特徴とする請求項１２または１３記載のホームネットワークシステム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、放送・通信サービスを一局的に、受信・送信するホームサーバと、受信内容を
表示する表示装置、ならびに宅（家庭）内の種々の機器とを無線接続或いは有線接続によ
って接続するホームネットワークシステムに関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
近年、放送サービスにおいては、地上波アナログ放送、ＢＳアナログ放送、ＣＳ放送、Ｃ
ＡＴＶがあり、一般の加入者は、地域性、放送サービス内容の嗜好などから、家庭内で受
信する放送サービスを取捨選択している。
【０００３】
更に、デジタル技術の進展により、放送サービスもデジタル化が進み、上記放送サービス
に加えて、ＢＳデジタル放送サービス、地上波デジタル放送サービスも開始されようとし
ている。
【０００４】
図１３は、従来の宅内配線システムの構成を示すブロック図である。
以下、従来例として、図面を参照しながら、上記した放送サービスを宅内で享受する配線
システムについて説明する。
２０１は情報提供を行なうサービスプロバイダ、２１１は地上波放送を使った番組映像の
堤供サービスを行なう地上波放送事業者、２１２は一般の加入者と契約してＢＳ放送を使
った番組映像の提供サービスを行なうＢＳ放送事業者、２１３は一般の加入者と契約して
ＣＳ放送を使った番組映像の提供サービスを行なうＣＳ放送事業者、２１４は一般の加入
契約者に対してケーブルでの番組提供サービスを行なうＣＡＴＶ事業者、２１５は一般の
加入者と契約して通信サービスを行なう電話通信事業者、２１１ａは地上波放送受信用ア
ンテナ部、２１２ａはＢＳ放送受像機のアンテナ部、２１３ａはＣＳ放送受像機のアンテ
ナ部、３１０は地上波放送受信用アンテナ部２１１ａで受信した信号、ならびＢＳ放送受
信用アンテナ部２１２ａで受信した信号を混合する混合器、３１２は同軸ケーブル２５０
を介して供給される信号を同軸ケーブル２５１～２５３を介して、部屋ａ～ｃに分配する
分配器、３１３はＣＳ放送受信用アンテナ部２１３ａで受信した信号を、同軸ケーブル２
５４、２５５を介して、部屋ａ、ｂに分配する分配器、３１４はＣＡＴＶネットワークの
屋外有線ケーブル２１４ａを介して供給される信号を、同軸ケーブル２５６、２５７を介
して、宅内の部屋ａ、ｂに分配する分配器、４１２ａならびに４１２ｂは、アンテナ部２
１１ａから受信したＢＳ放送のスクランブルを解除し、ＢＳ放送の番組チャンネル選択制
御を行なうＢＳ放送受像機（ＢＳ用ＳＴＢ）、４１３はアンテナ部２１２ａから受信した
ＣＳ放送のスクランブルを解除し、ＣＳ放送の番組チャンネル選択制御を行なうＣＳ放送
受像機（ＣＳ用ＳＴＢ）、４１４ａならびに４１４ｂは、ＣＡＴＶネットワークの屋外有
線ケーブル２１４ａを経由して受信した有線放送のスクランブルを解除し、有線放送の番
組チャンネル選択制御行なうＣＡＴＶ受信磯（ＣＡＴＶ用ＳＴＢ）、２２１ａ、２２１ｂ
、２２１ｃは複数の映像信号の外部入力から選択指示された入力に表示を切り替えるＡＶ
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セレクタ手段、２６０はＣＳ用ＳＴＢ４１３にてスクランブル解除された番組の映像出力
信号を、ＡＶセレクタ手段２２１ａに外部入力する為の接続ケーブル、２６１はＣＡＴＶ
用ＳＴＢ４１４ａにてスクランブル解除された番組の映像出力信号を、ＡＶセレクタ手段
２２１ａに外部入力する為の接続ケーブル、２６２はＢＳ用ＳＴＢ４１２ａにてスクラン
ブル解除された番組の映像出力信号を、ＡＶセレクタ手段２２１ａに外部入力する為の接
続ケーブル、２６３はＣＡＴＶ用ＳＴＢ４１４ｂにてスクランブル解除された番組の映像
出力信号をＡＶセレクタ手段２２１ｃに外部入力する為の接続ケーブル、２６４はＢＳ用
ＳＴＢ４１２ｂにてスクランブル解除された番組の映像出力信号を、ＡＶセレクタ手段２
２１ｂに外部入力する為の接続ケーブル、２２０ａはＡＶセレクタ手段２２１ａを有する
テレビジョン端末、２２０ｂはＡＶセレクタ手段２２１ｂを有するテレビジョン端末、２
２０ｃはＡＶセレクタ手段２２１ｃを有するテレビジョン端末、５００は宅内配線システ
ムを示す。
【０００５】
以上のように構成された宅配配線システム５００について、以下、各部屋ａ～ｄにおける
放送サービス享受状況について説明する。
【０００６】
利用者は、部屋ａにおいては、地上波放送、ＢＳ放送、ＣＳ放送、ＣＡＴＶの４種類の放
送サービスを享受することができる。
【０００７】
　部屋 においては、地上波放送、ＢＳ放送、ＣＡＴＶの３種類の放送サービスを享受す
ることができる。
【０００８】
　また、部屋 においては、地上波放送、ＢＳ放送の２種類の放送サービスを享受するこ
とができる。
【０００９】
利用者は、部屋ｄにおいては、０種類の放送サービスを享受することができる。
【００１０】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記のような従来のやり方では、利用者は、次のような課題を有していた
。
【００１１】
（１）利用者は、各種放送サービスを享受する場合、予め各種放送サービスを享受する場
所（部屋）を選択し、夫々のアンテナ部と接続された分配器より選択した場所（部屋）に
まで同軸ケーブルを延ばし、夫々の受像機に接続、且つ、受像機は接続ケーブルを介して
、テレビジョン受像機に接続しなければ、夫々の放送サービスを享受することができない
。
【００１２】
（２）利用者は、上記（１）で選択した場所（部屋）以外の場所（部屋）で各種放送サー
ビスを享受する場合、夫々のアンテナ部と接続された分配器から新たに選択した部屋にま
で同軸ケーブルを敷設しなければ、夫々の放送サービスを享受することができない。
【００１３】
（３）利用者は、放送サービスを享受する場所（部屋）を変更する場合、享受しようとす
る場所（部屋）に変更しようとする放送サービスのアンテナ部と接続された分配器より同
軸ケーブルが配線され、且つ変更しようとする放送サービス用の受像機を、変更前の接続
を解除し、変更しようとする場所（部屋）に移し、接続しなおさなければ、放送サービス
を享受する場所（部屋）を変更することができない。
【００１４】
（４）利用者は、テレビジョン受像機が有する各種放送受信手段、ならびにＡＶセレクタ
手段に接続されている各種放送受像機に限ってしか、夫々の放送サービスを享受すること
ができない。
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【００１５】
本発明は、上記課題に鑑み、配線に囚われることなく、任意の場所（部屋）で各種放送信
号、通信信号、蓄積記録信号を享受することを目的としている。
【００１６】
【課題を解決するための手段】
本発明のホームネットワークシステムは、各種放送事業者、電話通信事業者などの宅外か
ら送信される信号はケーブルを介してホームサーバで受信し、任意の場所（部屋）にある
表示装置の要望に応じて無線伝送方式にて送信を行うようにしたものである。
【００１７】
さらに、前記ホームサーバとの間で無線伝送方式にて送受信できる機能を有する表示装置
は、アンテナ部との接続や、受像機との接続、ならびにホームサーバが有する機能と同等
の個別機器との接続が必要ないため、ホームサーバから送信される信号を任意の場所（部
屋）で享受することができるようにしたものである。
【００１８】
さらに、前記保有する表示装置が享受できる内容は、ホームサーバが有する機能であり、
いずれの表示装置によっても、同じ内容を享受できるようにしたものである。
【００１９】
さらに、各種放送事業者、電話通信事業者などの宅外から送信される信号はケーブルを介
してホームサーバで受信するために、ホームサーバからの信号を受信できない既存のテレ
ビジョン受像機でも受信するための信号変換装置を採用することで、ホームサーバからの
信号を受信してテレビジョン受像機でも閲覧できるようにしたものである。
【００２０】
さらに、前記ホームサーバと有線或いは無線伝送方式にて送受信できる機能を有する信号
変換装置は、アンテナ部との接続や受像機との接続並びにホームサーバが有する機能と同
等の個別機器との接続が必要ないため、ホームサーバから送信される信号を任意の場所（
部屋）でホームサーバからの送信信号を受信する機能を有していないテレビジョン受像機
で享受することができるようにしたものである。
【００２１】
さらに、前記信号変換装置によるテレビジョン受像機が享受できる内容は、ホームサーバ
が有する機能であり、信号変換装置によりテレビジョン受像機が享受できる内容を同じに
したものである。
【００２２】
より具体的には、本発明は、ホームサーバに接続された複数の外部放送信号、パッケージ
メディア映像・音声、及びホームサーバ内の記録装置に蓄積された映像・音声を、固定／
可動式の複数の表示装置（液晶モニター等）を用いて、無線通信方式で映像データ等を送
受信することができ、操作についても、各々の表示装置のインターフェースであるリモコ
ン及びキーボード／マウス等で操作が行えるようにしたものである。
【００２３】
さらに、本発明は、ホームサーバからの映像・音声信号は、表示装置を用いて、受信する
ことができ、一方、表示装置は操作機器（リモコン、キーボード／マウス等）との接続を
行う為に、光空間伝送、無線伝送用の端子及び有線接続用端子を内蔵しており、操作機器
からの信号は、表示装置からホームサーバへ信号が送信され、表示装置から送られてくる
要求信号に従って、ホームサーバは制御されるようにしたものである。
【００２４】
さらに、本発明は、ホームサーバと表示装置の相関は、１対１ではなく、１対Ｎに対応さ
せ、ホームサーバと表示装置間は、相互認識をおこなうようにし、ホームサーバは、表示
装置に対して、表示装置認識信号を発信し、表示装置は、表示装置認識信号を受信した上
で、ホームサーバへ確認信号を返信するようにしたものである。
ホームサーバは、表示装置からの返信信号を受信し、表示装置ヘアドレスを付加すること
により、ホームサーバには表示装置に発信する表示装置認識信号を発信する機能を備え、
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表示装置には、ホームサーバから発信信号を受信する機能、受信した信号を認識する機能
と、認識した信号をホームサーバへ送信する機能を備え、表示装置は、ホームサーバから
の送信信号を受信するための受信手段、および表示装置からホームサーバへの要求信号を
送信するための送信手段を具備し、表示装置は、主電源をオンすることで、常に、ホーム
サーバと相互通信を行い、ホームサーバは、表示装置の認識を常に行っており、複数台の
表示装置を認識する機能を備えたものである。
【００２５】
　さらに、本発明は、ホームサーバは、外部からの全ての信号をホームサーバ内で共通の
データ信号に処理し、共通のデータ信号に処理した後、表示装置への送信をＳＳ無線方式
やＯＦＤＭ方式等にて無線による送信を行うようにしたものである。
　また、同周波数を使用することで、干渉を妨げる手段として、ホームサーバによる表示
装置へのアドレス情報を送信信号に付加す ことで、他の表示装置への干渉した信号が妨
害することを防ぐようにしたものである。
【００２６】
さらに、本発明は、ホームサーバから表示装置へ無線通信によってデータを送信する場合
、家屋の構造（木造建築、鉄筋構造建築等）によって生じる電波吸収／遮断等の無線通信
を阻害する事項及び送信距離によって、ホームサーバの送信出力を制御するようにしたも
のである。
【００２７】
さらに、本発明は、ホームサーバから表示装置へ無線通信を行う際は、ホームサーバと複
数の表示装置間での無線通信は同一の周波数帯を複数のチャンネルを用いて無線通信を行
い、状況の最適な周波数帯を選択しながら無線通信を行うようにしたものである。
【００２８】
さらに、本発明は、無線通信によるホームサーバと表示装置間は、送信するデータの種類
に応じて転送レートの異なる周波数帯を選択しながら送信を行うようにしたものである。
【００２９】
さらに、本発明は、使用者が表示装置を用いてパーソナルコンピュータとして使用する場
合は、パーソナルコンピュータとして使用するのに必要なキーボード、マウス等の入力装
置類を表示装置に接続する機能を備えたものである。
【００３０】
さらに、本発明は、表示装置で放送通信を閲覧の場合、ホームサーバを起動し、リモート
コントロールするためのリモートコントロールに必要となる光空間伝送素子及び無線素子
用端子を内蔵したものである。
【００３１】
さらに、本発明は、ホームサーバに接続された複数の外部放送信号、パッケージメディア
映像・音声、及びホームサーバ内の記録装置に蓄積された映像・音声を、ホームサーバか
ら送信される信号を受信する信号変換装置を用いることで、固定／可動式の複数の既存の
テレビジョン受像機を用いて、無線通信方式で映像データ等を送受信することができ、操
作についても、各々の表示装置のインターフェースであるリモコン及びキーボード／マウ
ス等で操作が行えるようにしたものである。
【００３２】
さらに、本発明は、ホームサーバからの映像・音声信号を受信する機能、映像・音声信号
をテレビジョン信号に変換する機能、その信号をテレビジョン受像機に出力する機能を有
した信号変換装置であって、ホームサーバからの送信される映像・音声信号を受信する手
段を有していないテレビジョン受像機が外部入力用端子を装備している場合に信号変換装
置とテレビジョン受像機を接続することでホームサーバからの映像音声信号を受信するこ
とが可能としたものである。
【００３３】
　さらに、本発明は、ホームサーバと信号変換装置との相関を、１対Ｎに対応させ、ホー
ムサーバと信号変換装置間は相互認識をおこなわせ、ホームサーバは信号変換装置に対し
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て表示装置認識信号を発信し、信号変換装置は表示装置認識信号を受信した上でホームサ
ーバへ確認信号 返信 。ホームサーバは信号変換装置からの返信信号を受信し、信号
変換装置ヘアドレスをつけていくようにしたものである。
　ホームサーバには、信号変換装置に発信する表示装置認識信号を発信する機能を内蔵し
、信号変換装置にはホームサーバから発信信号を受信する機能、受信した信号を認識する
機能と認識した信号をホームサーバへ送信する機能を内蔵し、信号変換装置はホームサー
バからの送信信号 するための受信手段 信号変換装置からホームサーバへの要求
信号を送信するための送信手段を備えさせたものである。
【００３４】
さらに、本発明は、新たな信号変換装置を追加（使用）した場合には、相互認織手段が動
作する機能を有し、信号変換装置は、主電源をオンすることで常にホームサーバと相互通
信を行い、ホームサーバは信号変換装置の認識を常に行っており、複数台の信号変換装置
を常に認識する機能を備えたものである。
【００３５】
さらに、本発明は、新たな信号変換装置が追加（使用）され相互認識手段が動作すること
で、信号変換装置にアドレスが付加されているか既にあるアドレスかどうかを判断する機
能を有し、前記相互確認手段において、新たな信号変換装置にアドレスを付加する場合、
他の信号変換装置と同じアドレスを付加することが出来ない為に、新たなアドレスをホー
ムサーバにおいて生成したうえで、新たな信号変換装置にアドレスを付加し、一度生成し
たアドレスは、ホームサーバが起動している間は有効とするものであり、ホームサーバが
再起動（再度電源を入れた場合）した場合は、始めから信号変換装置のアドレスを付加す
るようにしたものである。
【００３６】
【発明の実施の形態】
本発明は、家庭内における公共放送／メディアを、家庭内のあらゆる場所へ、放送メディ
アとローカル映像情報を効率良く配信する手段と、大容量のメディア蓄積手段、及びパー
ソナルコンピュータ機能を持ち検索／管理制御を行うホームサーバと、ホームサーバから
送信した信号を受信する手段と、ホームサーバへ要求信号を発信するための入力機能を付
加する手段を有する表示装置、あるいは、ホームサーバから送信された信号を受信する手
段とホームサーバへ要求信号を発信するための入力機能を付加する手段を有していないテ
レビジョン受像機のための信号変換装置とからなる家庭内情報集中蓄積配信システムであ
る。
【００３７】
本発明は、公共放送／メディアを、家庭内のあらゆる場所へ、放送メディアとローカル映
像情報を効率良く配信する手段と、家庭内の大容量メディア蓄積する手段と、パーソナル
コンピュータ機能とを備え、検索／管理制御を行うホームサーバと、ホームサーバから送
信した信号を受信する手段と、ホームサーバへ要求信号を発信するための入力機能を付加
する手段を有する表示装置、あるいはホームサーバから送信された信号を受信する手段と
ホームサーバへ要求信号を発信するための入力機能を付加する手段を有していないテレビ
ジョン受像機のための信号変換装置とからなる家庭内情報集中蓄積配信システムである。
【００３８】
ホームサーバは、全ての公共放送を受信する機能、電話等の通信回線へ接続する機能、パ
ッケージメディアの再生機能、大容量データ信号の記録機能、パーソナルコンピュータ演
算機能、表示装置への有線／無線通信する機能、リモコン等による操作機能を有している
。
【００３９】
表示装置は、ホームサーバから送信される信号を受信する機能、ホームサーバへ要求信号
を発信する機能、要求信号を入力する機能、半導体メモリーカード再生機能、デジタルＡ
ＶＣ機器接続機能を持ち、表示装置が通信アクセス網の終端ではなく接続を拡張する機能
を有している。

10

20

30

40

50

(7) JP 3827518 B2 2006.9.27

を する

を受信 と、



要求信号を入力する機能には、リモコン及びキーボード／マウス等を接続することで多種
にわたる入力機能をもつ。
また、プリンター等に出力機能についても併せ持っている。
【００４０】
信号変換装置は、ホームサーバから送信される信号を受信する機能、ホームサーバから送
信される信号を受信する機能を有していないテレビジョン受像機に映像音声信号を送信す
る機能、ホームサーバへ要求信号を発信する機能、要求信号を入力する機能を有している
。
【００４１】
以下、本発明に係るホームネットワークシステムについて、図面を参照しながら説明する
。
図１は、本発明のホームネットワークシステムの全体の概略構成を示すブロック図である
。
【００４２】
　図１において、１は衛星放送信号、２はＴＶ放送信号、３はＣＡＴＶ放送信号、４は電
話回線による通信信号である。
　５は、ホームネットワークシステムにおける複数の通信信号を受信する受信手段、

信号処理手段、記録手段、送信手段を備えたホームサーバである。
　６は、ホームサーバ５からの信号を受信する受信手段、表示手段、及びインターフェイ
ス機能として赤外線通信２３によるリモコン７、有線２４によるキーボード／マウス８を
備えている表示装置である。
　また、表示装置６は、外部入力となるメモリーカード９、有線２５による入力であるム
ービー１０を接続することができる。
　１２は、受信手段となる信号変換装置であり、表示手段としてホームサーバ５からの送
信信号を受信する機能を有していないテレビジョン受像機１１に接続されている。
　ホームサーバ５と、表示装置６、及び信号変換装置１２は無線通信２１と有線通信２２
による接続をおこなう。
【００４３】
以上のように構成された本発明のホームネットワークシステムについて、以下その動作を
本発明の実施の形態とともに説明する。
【００４４】
表示装置６及び信号変換装置１２について、図１を参照して、その動作を説明する。
先ず、表示装置６の場合、表示装置６のインターフェース機能であるリモコン７を用いて
、表示装置６の電源をＯＮし、次に、予め加入契約済みの衛星放送信号１、ＴＶ放送信号
２、ＣＡＴＶ放送信号３、または通信事業者の提供する通信４の内、選択したものを、リ
モコン７より操作指示信号２３を表示装置６へ送信すると、表示装置６からは無線通信２
１で、ホームサーバ５へ要望指示を行う。
要望指示を受けたホームサーバ５は、指示に従い、受信手段からデジタル信号送信手段を
経て、表示装置６へ映像信号を送信する。
【００４５】
一方、信号変換装置１２の場合、利用者は信号変換装置１２のインターフェース機能であ
るリモコン７を用いて信号変換装置１２の電源をオンし、加入契約済みの放送１～３また
は通信事業者の提供する通信４の内、リモコン７を操作し、操作指示信号２３を信号変換
装置１２へ、信号変換装置１２から無線通信２１、または有線通信２２でホームサーバ５
へ要望指示を行う。
要望指示を受けたホームサーバ５は、要望指示に従い受信手段からデジタル信号、送信手
段を経て信号変換装置１２へ映像信号を送信する。
【００４６】
図２は、図１に示すホームネットワークシステムを構成するホームサーバと表示装置ある
いは信号変換装置間の相互認識手段の構成を示すブロック図である。
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表示装置（信号変換装置）認識手段は、表示装置（信号変換装置）認識処理部６３１と、
無線・有線信号処理部６３２で構成される。
【００４７】
　図３は、図１に示すホームネットワークシステムを構成するホームサーバと表示装置あ
るいは信号変換装置間の認識処理手順を示すフローチャート図である。
　図２及び図３を参照して、ホームサーバと表示装置あるいは信号変換装置間の認識処理
を説明する。
　相互認識手段は、ホームサーバ５と表示装置６（信号変換装置１２）において相互認識
を行うものである。相互認識は、ホームサーバ の無線・有線切換え部６３内の表示装
置（信号変換装置）認識処理部６３１と表示装置６（信号変換装置１２）側の表示装置（
信号変換装置）認識制御部７２１とで行う。
　相互認識には、ホームサーバ５側の表示装置（信号変換装置）認識処理部６３１と、表
示装置６（信号変換装置１２）側の表示装置（信号変換装置）認識制御部７２１の間に、
無線・有線信号処理部６３２、無線・有線切換えスイッチ部６３３、無線制御部５８、ア
ンテナ部６０、（有線通信では、有線制御部５７）、表示装置６（信号変換装置１２）側
では、アンテナ部７１、無線制御部７２を介して行われる。
　アンテナ部６０とアンテナ部７１間は無線通信２１で行う。
【００４８】
次に、家庭内において複数の表示装置６（信号変換装置１２）が存在する場合に、ホーム
サーバ５が、表示装置６（信号変換装置１２）を認識する処理手順を、図２、及び図３を
参照して説明する。
ホームサーバ５側の表示装置（信号変換装置）認識処理部６３１より、定期的に表示装置
認識信号を発信する（ステップＳ３０１）。
発信信号は、表示装置（信号変換装置）認識処理部６３１から無線・有線信号処理部６３
２へ供給される。無線・有線信号処理部６３２は、無線制御部５８、有線制御部５７双方
へ認識信号を送り、無線制御部５８、有線制御部５７が認識信号を発信する。その際、無
線制御部５８は無線通信用に認識信号を変調し、アンテナ部６０から送信する。
新たに表示装置６（信号変換装置１２）が追加され（ステップＳ３０２）、その認識信号
を表示装置６（信号変換装置１２）のアンテナ部７１で受信した場合（ステップＳ３０３
）、無線制御部７２において復調したのち、表示装置（信号変換装置）認識制御部７２１
に供給する。
【００４９】
表示装置（信号変換装置）認識制御部７２１において、認識信号を確認し返信用信号を作
成する（ステップＳ３０４）。
表示装置（信号変換装置）認識制御部７２１で作成した返信用信号を、無線制御部７２に
供給し、無線制御部７２において返信用信号を変調し、アンテナ部７１よりホームサーバ
５へ送信する（ステップＳ３０５）。
ホームサーバ５は、表示装置６（信号変換装置１２）より送られてきた返信用信号をアン
テナ部６０で受信し、無線制御部５１８、無線・有線信号処理部６３２を経て表示装置（
信号変換装置）認識処理部６３１で返信用信号を確認する（ステップＳ３０６）。
表示装置（信号変換装置）認識処理部６３１では、返信用信号を確認し、表示装置６（信
号変換装置１２）にアドレス情報を付ける（ステップＳ３０７）。
その際、表示装置に、既に、アドレス情報が付いているどうか確認する（ステップＳ３０
８）。
すでに、表示装置にアドレスが付いている場合は、そのアドレスを用いる（ステップＳ３
０９）。
【００５０】
表示装置６（信号変換装置１２）がアドレス情報を持っていない場合は、既に付いている
アドレス情報とは異なるアドレス情報を表示装置６（信号変換装置１２）に付ける（ステ
ップＳ３１０）。
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そして、このようにしてホームサーバ５の表示装置（信号変換装置）認識処理部６３１で
生成したアドレス情報を、表示装置６（信号変換装置１２）へ送信する。
受信した表示装置６（信号変換装置１２）は、装置内の表示装置（信号変換装置）認識制
御部７２１に、アドレス情報を保有する。
表示装置６または信号変換装置１２より、ホームサーバ５へ、要求信号を送信する場合は
、このアドレス情報を付加する。
【００５１】
図４は、本発明のホームネットワークシステムを構成するホームサーバの構成を示すブロ
ック図である。
１は衛星放送信号、２はＴＶ放送信号、３はＣＡＴＶ放送信号、４は電話回線による通信
信号であり、これらの外部からの信号は、ホームサーバ５に接続される。
ホームサーバ５は、受信手段となる外部信号受信復調部５１、デジタル信号処理部５２、
パーソナルコンピュータ制御部５３、信号制御部５４、記録再生手段を構成する内蔵型記
録装置５５、可搬型記録装置５６及びその記録媒体である記録メディア６１、及び送信手
段を構成する無線・有線切換え部６３、無線制御部５８、アンテナ部６０、及び光伝送素
子５９からなる。
ホームサーバ５は、操作手段となるリモコン６２による赤外線通信２０で操作可能である
。
表示装置へは、無線通信２１、有線通信２２で信号を伝送する。
【００５２】
本発明のホームサーバ５の動作を、図４を用いて説明する。
外部から受信する衛星放送信号１、ＴＶ放送信号２、ＣＡＴＶ放送信号３及び電話回線に
よる通信信号４はそれぞれ異なる信号手段を有しており、これらの信号をホームサーバ５
の外部信号受信復調部５１において受信復調する。
外部信号受信復調部５１では、利用者からの要求信号に従い、選局した放送チャンネルを
、デジタル信号処理部５２に導く。
デジタル信号処理部５２では、ホームネットワークシステムを構築するさいに必要となる
信号処理を行う。
デジタル信号処理部５２は、異なる外部信号を、共通データ信号に変換する機能を有して
いる。共通のデジタル信号に変換することで、ホームサーバ５内での信号処理及び表示装
置６（信号変換装置１２）に送信する過程で、異なる外部信号を、それぞれ処理する必要
がなくなり、ホームサーバの構成を簡素化でき、且つ、表示装置（信号変換装置）の共通
化が図れる。
【００５３】
　また、本発明のホームネットワークシステムのホームサーバ５には、記録機能を有して
いる記録再生手段を備えている。
　記録手段は、内蔵型記録装置５５、可搬型記録装置（パッケージメディア）５６及びそ
の記録媒体である記録メディア６１からなる。内蔵型記録装置５５、可搬型記録装置（パ
ッケージメディア）５６への放送等の信号を記録するには、利用者からの要求信号によっ
て行う。要求信号の発生は、前述した表示装置６（信号変換装置１２）側のリモコン７（
赤外線通信２３）、リモコン７ａ（無線通信２３ａ、図１０参照）から要求信号を発信す
る。
　利用者が操作する外部放送の録画操作要求信号は、リモコン７、リモコン７ａから表示
装置６（信号変換装置１２）を介し、ホームサーバ５内の外部信号受信復調部５１に供給
され、要求のあった選択チャンネルを、デジタル信号処理部５２で共通データ信号に変換
した後、内蔵型記録装置５５に記録する。内蔵型記録装置５５の記録方式は、磁気式、光
磁気式、相変化式、色素系等、いずれの方式でもよく、複数の方式を有している場合もあ
る。
　また、可搬型記録装置（パッケージメディア）５６への記録する場合は、記録メディア
６１へ記録する。可搬型記録装 （パッケージメディア）５６の記録方式も、磁気式、光
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磁気式、相変化式、色素系等、いずれの方式でもよい。
　複数の方式を有している場合もある。
【００５４】
　上記内蔵型記録装置５５、可搬型記録装 （パッケージメディア）５６は、記録してい
る情報を再生することも可能である。
　再生の手順は、利用者が、リモコン７、リモコン７ａから操作を行い、要求信号に従っ
て、内蔵型記録装置５５に記録されている要求された記録内容の再生を行う。再生された
信号は、信号制御部５４から表示装置６（信号変換装置１２）へ送信される。
　記録メディア６１の再生については、記録メディア６１をパッケージメディア記録装置
５６に挿入した上で、利用者からリモコン７、またはリモコン７ａから操作を行い、要求
信号を発信することで、表示装置６へ、記録しているデータ信号を送信する。
【００５５】
本発明のホームネットワークシステムでは、同室においてホームサーバ５と表示装置６（
信号変換装置１２）が存在する場合、直接、ホームサーバ５に付随するリモコン６２によ
って、ホームサーバ５を操作することも可能である。
リモコン６２を操作することで、要求信号は、赤外線通信２０によって、光伝送素子３５
に送信され、信号制御部５４へ供給される。信号制御部５４に供給された要求信号は、記
録メディア６１を再生し、記録されているデータ信号を、信号制御部５４、表示装置（信
号変換装置）認識処理部６３１、無線・有線信号処理部６３２、無線制御部５８、アンテ
ナ部６０を介して表示装置６（信号変換装置１２）へ送信する。
【００５６】
図５は、本発明のホームサーバ内の無線制御部の内部構成を示すブロック図である。
無線制御部５８は、送信信号認識部５８１、周波数帯自動制御部５８２からなる周波数自
動制御処理部５８３と、信号送受信部５８４で構成される。
信号送受信部５８４は、送信電力制御部５８５、送信方向アンテナ制御部５８６で構成さ
れる。
【００５７】
本発明のホームネットワークシステムは、送信手段として無線通信を行う場合は、無制限
に無線電波を発信するのではなく、電波の届く範囲と方向を限定して送信することができ
る機能を有している。
ホームサーバ５内の無線制御部５８の信号送受信部５８４は、送信距離を制御する送信電
力制御部５８５と送信方向を制御する送信方向アンテナ制御部５８６を備えている。
データ信号を送信する際には、送信電力制御部５８５、及び送信方向アンテナ制御部５８
６によって制御された電波によりデータ信号を送信する。
送信電力制御部５８５には、予め、家屋の構造、広さ、及び送信する距離の情報を入力し
ておく。
情報を入力するには、ホームサーバ５に、リモコン６２を用いて、家屋の構造を「鉄筋構
造」「木造構造」等の選択肢から選び、家屋の広さを入力、もしくは送信距離を選択、入
力する。
送信方向アンテナ制御部５８６には、送信方向を、指向性アンテナ及び送信したい方向を
選択、もしくは入力する。
送信電力制御および送信方向制御については、物理的な制御に加え、ソフトウエアにおい
ても制御することができる。
【００５８】
図６は、本発明のホームサーバの送信電力方向制御手段の処理手順を示すフローチャート
図である。
送信電力方向制御は、ホームサーバの送信状況を把握する手段として、ソフトウエアによ
る制御を行う為に、ホームサーバを使用する家屋の構造、使用状況範囲（使用面積）など
を対話形式で入力する。
先ず、表示装置６（信号変換装置１２）より、ホームサーバ５を起動させ（ステップＳ６
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０１）、送信電力方向制御用ソフトを起動させる（ステップＳ６０２）。
ソフト起動により、使用状況の確認を行い（ステップＳ６０３）、送信電力、方向の設定
であれば、初めに「家屋の構造」の問い（ステップＳ６０４）に対して、「鉄筋」または
「木造」を選択、または入力した後、次の「家屋の面積」の問い（ステップＳ６０５）に
対して、家屋の面積を大きさで分けている選択肢より選択するか、あるいは面積値を入力
し、次の問いへ進み、「送信方向」の問い（ステップＳ６０６）に対して、方向を入力す
るか、または、選択肢より選択する。
全ての項目を入力されたか否かが判断され（ステップＳ６０７）、入力完了の場合は、入
力データの最適値制御を行い最適値を算出し（ステップＳ６０８）、送信時に反映される
（ステップＳ６０９）。
【００５９】
加えて、送信方向についても、無線通信用アンテナの構造及びアンテナの向きにより、ホ
ームサーバの送信方向を制御する。送信方向は、指向性を持ったアンテナ部を全方向設置
することで、その指向性アンテナ部の組み合わせによって送信方向を限定する。または、
アンテナ部に回転機構を備えて、送信方向を変更調整することも可能である。それらは複
数のアンテナを組合せることも可能である。
これらは、ホームサーバの構造はもちろん、ソフトウエアにおいても制御が行える為、各
家屋を更新した場合でも、適切に対処が可能である。
【００６０】
図７は、一例として家屋の構造と家屋の面積をマトリックス上に配置した上で、図６での
入力項目でどのカテゴリー（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｈ）に属するかを割り出す方
式を説明する図である。
カテゴリー毎に出力の強弱を表し、Ｈ＞Ｄ＞Ｇ＞Ｃ＞Ｆ＞Ｂ＞Ｅ＞Ａ　順に出力を調整す
る。
「入力データの最適値」は、図６でのフローチャートを元に発信出力の基準となるデータ
を入力し、図７において出力の基準となるカテゴリー（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｈ
）を算出する。家屋の構造、面積（最大到達距離）等は必ずしも標記している項目に限定
するのではなく設定者各々個別に設定できるものである。
アンテナ部６０は　例えば、回転自在な機構を備え．その回転機構により指向性を示すア
ンテナを回転させることにより送信方向を変化させることができるアンテナや、それぞれ
異なる方向の指向性を示すアンテナを複数採用して、そのうち適当なものを選択すること
により送信方向が変えられるアンテナから構成される。
この指向性をもつアンテナを、それぞれ無線制御部５８において送信電力の強さによって
送信距離を調整し、家屋全体をカバーする。
【００６１】
図８は、本発明のホームサーバにおける表示装置（信号変換装置）への送信手段に備えら
れた周波数自動切換手段の処理手順を示すフローチャート図である。
放送や動画などデータ伝送容量の多いものを転送する場合は、ホームサーバ機能によって
転送レートの大きい周波数帯を使用するように個別に判断する。
周波数帯自動制御手段は、外部映像信号（ＴＶ、ＣＡＴＶ、衛星放送等）やＤＶＤビデオ
映像を送信する場合は、転送周波数が、自動的に５ＧＨｚである送信レートに切り替わる
。切換の手段は、外部映像信号（ＴＶ、ＣＡＴＶ、衛星放送等）やＤＶＤビデオ映像を利
用者が選択した場合は、映像が転送可能な周波数帯に切り換わる。
【００６２】
ホームサーバ５から表示装置６（信号変換装置１２）へ、無線通信によって、データ信号
を送信する場合、表示装置（信号変換装置）認識処理部６３１で確認している表示装置６
（信号変換装置１２）への送信周波数を、送信信号認識部５８１で状況を確認しながら（
ステップＳ８０１）、周波数帯自動制御部５８２は、送信信号の識別をし（ステップＳ８
０２）、送信する信号が「リアルタイム映像」か否かを判断する（ステップＳ８０３）。
リアルタイム映像信号でなければ、データ量、内容によって、転送周波数を制御し（ステ
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ップＳ８０４）、それに応じて転送レートを選別する（ステップＳ８０５）。
データ量、内容が、高速で伝送する必要なデータの場合は、「５ＧＨｚ帯」による高速デ
ータ転送が選択され（ステップＳ８０７）、そうでなければ「２ .４ＧＨｚ帯」によるデ
ータ転送が選択され（ステップＳ８０６）、転送される（ステップＳ８０８）。
リアルタイム映像の場合は、「５ＧＨｚ帯」による高速データ転送が選択され（ステップ
Ｓ８０７）、転送される（ステップＳ８０８）。
このように、常に、送信周波数は、最適な周波数帯に自動的に切り換えられて送信される
。
【００６３】
図９は、本発明のホームサーバにおける表示装置（信号変換装置）への送信手段に備えら
れた周波数自動切換手段の周波数帯を切り換える基準を示す図である。
データ転送に伴う周波数帯の切り換えについて説明する。
無線通信を行うのに問題となるのが、高画質な動画の映像通信の転送速度である。高画質
な動画の映像を通信する為に、従来、無線によるデータ通信などに使用していた２ .４Ｇ
Ｈｚ帯ＳＳ無線通信に加え、ＩＥＥＥ８０２ .１１ａ規格による高速無線通信規格を採用
する。
データ量に応じて周波数帯を切り換えるには、データ量に応じて行うが、図９を判断基準
の１例としている。
【００６４】
図において、横軸を転送レート（Ｍｂｐｓ）、縦軸をデータ容量（ＭＢ）とした場合、転
送レート８Ｍｂｐｓ付近を境として、それ以下なら２ .４ＧＨｚ、それ以上なら５ＧＨｚ
を使用することを基準とする。
外部放送信号１～３，通信信号４、及び可搬型記録装憶（パッケージメディア）５６や内
蔵型記録装置５５に記録された映像（動画）等のリアルタイム映像等を転送する場合は、
５ＧＨｚ帯の周波数帯を使用する。
また、容量の大きいデータは、５ＧＨｚ帯の周波数帯を使用する。
但し、データの圧縮方式等により２ .４ＧＨｚ帯においても、リアルタイム映像を伝送す
ることは可能である。
【００６５】
図１０は、本発明のホームネットワークシステムを構成する表示装置の構成を示すブロッ
ク図である。
表示装置６は、ホームサーバ５から送信された無線通信２１を受信するアンテナ部７１、
無線制御部７２、表示装置を認識する表示装置（信号変換装置）認識制御部７２１、信号
処理部７３、及び表示部７４で構成され、インターフェイス入力操作のリモコン７から赤
外線通信２３を受信する光空間伝送センサ部７６、リモコン７ａからの無線通信２３ａを
受信するアンテナ部無線制御部７７、キーボード／マウス８からの有線通信２４を受信す
る有線接続用接続端子７８をそれぞれ制御する信号制御部７５を備えている。
また、メモリーカード９用のメモリーカードスロツトル８０、ビデオムービ１０接続用Ｄ
Ｖ用端子７９も具備している。
【００６６】
表示装置６の処理を、図１０を参照して説明する。
利用者は、表示装置６のリモコン７、またはリモコン７ａから表示装置６の電源をオンす
る。利用者は、続いて、閲覧したい放送、もしくは映像を、リモコン７、またはリモコン
７ａを用いて選局を行う。
リモコン７は、赤外線通信２３を利用したリモコンであり、リモコン７ａは、無線通信２
３ａを利用したリモコンである。
リモコン７、またはリモコン７ａからの要求信号は、赤外線通信２３、または無線通信２
３ａにより、表示装置６内の光空間伝送センサ部７６、またはアンテナ部無線制御部７７
で受信され、信号制御部７５へ伝達される。
要求信号は、さらに、信号処理部７３を介して表示装置（信号変換装置）認識制御部７２
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１に供給され、そこで表示装置６のアドレス情報が付加された上で、無線制御部７２に伝
達される。
無線制御部７２に伝達された要求信号は、無線通信２１のために変調され、アンテナ部７
１よりホームサーバ５に向けて送信される。
【００６７】
表示装置６より送信された要求信号は、ホームサーバ５で受信される。
次に、ホームサーバ５内での処理について、図４を用いて動作説明する。
表示装置６からの要求信号２１は、ホームサーバ５側のアンテナ部６０で受信され、無線
制御部５８において復調される。復調された要求信号は、信号制御部５４に供給され、そ
こで利用者が選局した放送チャンネル情報について、デジタル信号処理部５２を経て、外
部信号受信復調部５１へ供給される。
外部信号受信復調部５１では、選局した放送が復調され、選局した放送チャンネルの映像
信号は、デジタル信号処理部５２で、共通データ信号へ変換される。共通データ信号に変
換された映像信号は、信号制御部５４を経て、表示装置６のアドレスをもとに、無線、有
線の選択がされ、無線制御部５８へ供給される。
無線制御部５８において、映像信号を変調し、アンテナ部６０から要求信号を発信した表
示装置６へ送信する。
【００６８】
このようにしてホームサーバ５より送信された映像信号は、表示装置６で受信され表示さ
れる。
表示装置６内での処理について、図１０を用いて動作説明する。
ホームサーバ５より送信された映像信号２１は、表示装置６のアンテナ部７１で受信され
、無線制御部７２へ供給される。無線制御部７２において映像信号は復調され、表示装置
（信号変換装置）認識制御部７２１に供給される。
表示装置（信号変換装置）認識制御部７２１において、表示装置６のアドレスではない信
号が付加されている映像信号であれば、表示装置（信号変換装置）認識制御部７２１で映
像信号を遮断する。また、表示装置６のアドレスが付加された映像信号であれば、信号処
理部７３へ供給する。信号処理部７３により、映像信号は、表示部７４へ供給される。
そして、表示部７４は、ホームサーバ５から送られてきた映像信号を表示する。
【００６９】
図１１は、本発明のホームネットワークシステムを構成する信号変換装置の外観イメージ
図である。
ホームサーバ５から送信信号を受信する信号変換装置１２を介して、ホームサーバ５から
の送信信号を受信する機能を有していないテレビジョン受像機１１でホームサーバ５から
の映像音声信号を閲覧するものである。
その際、選局等は信号変換装置１２のリモコン７（または７ａ）で行うものである。
【００７０】
図１２は、本発明のホームネットワークシステムを構成する信号変換装置の構成を示すブ
ロック図である。
ホームサーバ５から送信された無線通信２１を受信する信号変換装置１２は、無線通信２
１を受信するアンテナ部７１、無線制御部７２、信号変換装置１２を認識する表示装置（
信号変換装置）認識制御部７２１、信号処理部７３で構成され、インターフェイス入力操
作のリモコン７から赤外線通信２３を受信する光空間伝送センサ部７６、リモコン７８か
らの無線通信２３ａを受信するアンテナ部無線制御部７７で構成される。
さらに、ホームサーバから受信している映像音声チャンネル（選局）情報を表示する表示
ディスプレイ部９４及び、Ｄ端子９１、ＡＶ端子９２、コンポジット端子９３等の複数の
外部映像音声出力端子を装備している。
信号処理部７３は、伝送された映像信号を、テレビジョン信号に変換し、映像音声出力制
御部９０を介し、Ｄ端子９１、ＡＶ端子９２、コンポジット端子９３に供給する。
既存のテレビジョン１１には、外部入力端子としてＤ端子１１１、ＡＶ端子１１２、コン

10

20

30

40

50

(14) JP 3827518 B2 2006.9.27



ポジット端子１１３の各端子が備えられている。
【００７１】
閲覧したい放送、もしくは映像を、既存のテレビジョンで視聴するときの信号変換装置１
２での処理を説明する。
利用者は、信号変換装置１２のリモコン７または７ａから信号変換装置１２の電源をオン
する。利用者は信号変換装置１２の電源をオンした後、利用者が閲覧したい放送もしくは
映像をリモコン７またはリモコン７ａを用いて選局を行う。リモコン７は赤外線通信２３
を利用したリモコンであり、リモコン７ａは無線通信２８ａを利用したリモコンである。
リモコン７またはリモコン７ａからの要求信号は、赤外線通信２３または無線通信２３ａ
により送信され、信号変換装置１２内の光空間伝送センサ部７６またはアンテナ部無線制
御部７７で受信される。
受信された要求信号は、信号制御部７５、信号処理部７３に伝達され、さらに、表示装置
（信号変換装置）認識制御部７２１で信号変換装置１２のアドレス情報を付加した上で、
無線制御部７２に伝達される。
伝達された要求信号は、無線制御部７２で無線通信２１するために変調され、アンテナ部
７１よりホームサーバ５に向けて送信される。
【００７２】
信号変換装置１２より送信された要求信号は、ホームサーバ５で受信される。
ホームサーバ５内での処理について、図４を参照しながら説明する。
信号変換装置１２からの要求信号２１は、ホームサーバ５側のアンテナ部６０で受信され
、無線制御部５８において要求信号が復調される。復調された要求信号は、無線・有線切
換え部６８から信号制御部５４に伝送される。
要求信号を受けた信号制御部５４では、利用者が選局した放送チャンネルについて、デジ
タル信号処理部５２を経て外部信号受信復調部５１へ伝送され、外部信号受信復調部５１
で選局した放送が復調される。
選局した放送チャンネルの映像信号はデジタル信号処理部５２で、共通データ信号に変換
される。
変換された映像信号は、信号制御部５４を経て無線・有線切換え部６３へ伝送され、無線
・有線切換え部６８において、信号変換装置１２のアドレスをもとに無線／有線の選択が
行われ、無線制御部５８へ伝送される。
無線制御部５８において、映像信号は変調され、アンテナ部６０から要求信号を発信した
信号変換装置１２へ送信される。
【００７３】
上記ホームサーバ５より送信された映像信号は、信号変換装置１２で受信され表示される
。
信号変換装置１２内での処理について、図１２を用いて動作説明する。
ホームサーバ５より送信された映像信号２１は、信号変換装置１２のアンテナ部７１で受
信される。
受信された映像信号は、アンテナ部７１から無線制御部７２へ伝送され、無線制御部７２
において映像信号が復調され、表示装置（信号変換装置）認識制御部７２１へ伝送される
。
表示装置（信号変換装置）認識制御部７２１において、信号変換装置１２のアドレスでは
ない信号が付加されている映像信号であれば、表示装置（信号変換装置）認識制御部７２
１で映像信号は遮断される。
信号変換装置１２へ送らてきた映像信号であれば、信号処理部７３へ伝送され、信号処理
部７３に伝送された映像信号は、テレビジョン信号に変換され、映像音声出力制御部９０
を介し、Ｄ端子９１、ＡＶ端子９２、コンポジット端子９３に供給され、既存のテレビジ
ョン１１の外部入力端子であるＤ端子１１１、ＡＶ端子１１２、コンポジット端子１１３
の各端子に接続され、テレビジョンの表示手段に表示される。
【００７４】
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さらに、本発明のホームサーバ５には、パーソナルコンピュータ演算制御機能が備えられ
ている。
表示装置と入力装置の接続には、パーソナルコンピュータで使用するＰＳ／２、ＵＳＢ等
の接続形式を採用する。また、接続自体は、有線／無線を問わない。これら入力装置は、
表示装置本体に装備しているインターフェイス等干渉することがないものである。また、
プリンタ等の出力機能も持つ。
利用者が、このパーソナルコンピュータ演算制御機能を使用するには、表示装置６の有線
接続用接続端子７８に、キーボード／マウス８を接続する。
キーボード／マウス８から入力された操作指示信号２４は、表示装置６を介して、無線通
信２１により、ホームサーバ５へ送信され、要望指示を行う。
ホームサーバ５は、送信された要望指示に従い、パーソナルコンピュータ制御部（制御手
段）５３、送信手段を経て表示装置６に映像信号を送信する。
また、パーソナルコンピュータ制御部５３は、電話回線による通信信号４を用いて、外部
のサービスプロバイダと契約を結ぶことで、外部との通信する機能を有している。
キーボード／マウス８からの操作指示信号２４は、表示装置６内の有線接続用接続端子７
８で受信され、信号制御部７５、信号処理部７３へ伝達される。さらに、表示装置（信号
変換装置）認識制御部７２１において、表示装置６のアドレス情報が付加された上で、無
線制御部７２に伝達される。
伝達された要求信号は、無線制御部７２で無線通信２１するために変調され、アンテナ部
７１よりホームサーバ５に向けて送信される。
【００７５】
上記表示装置６より送信された要求信号は、ホームサーバ５で受信される。
ホームサーバ５内での処理について、図３を用いて動作説明する。
表示装置６からの要求信号２１は、ホームサーバ５側のアンテナ部６０で受信され、無線
制御部５８において要求信号が復調される。
復調された要求信号は、信号制御部５４に供給され、要求信号を受けた信号制御部５４で
は、利用者の要求信号に従い、パーソナルコンピュータ制御部５３において演算制御が行
われる。
演算制御後は、出力情報をデジタル信号処理部５２で、共通データ信号に変換される。変
換された映像信号は、信号制御部５４を経て、表示装置（信号変換装置）認識処理部６３
１へ供給され、表示装置（信号変換装置）認識処理部６３１において、表示装置６のアド
レスをもとに無線制御部５８へ供給される。
無線制御部５８において、映像信号は変調され、アンテナ部６０から、要求信号を発信し
た表示装置６へ送信される。
【００７６】
ホームサーバ５より送信された出力信号は、表示装置６で受信され表示される。
表示装置６内での処理について図４を用いて説明する。
ホームサーバ５より送信された出力信号２１は、表示装置６のアンテナ部７１で受信され
る。受信された出力信号２１は、アンテナ部７１から無線制御部７２へ供給される。
無線制御部７２において出力信号２１は、復調され、表示装置（信号変換装置）認識制御
部７２１へ供給される。
表示装置（信号変換装置）認識制御部７２１において、表示装置６のアドレスではない信
号を付加されている出力信号であれば、出力信号２１を遮断する。
表示装置６へ送らてきた出力信号であれば、信号処理部７３に送られ、映像信号を表示部
７４へ供給する。
表示部７４は、ホームサーバ５から送られてきた出力信号２１を表示する。
【００７７】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば通信機能を有し、且つ液晶表示素子を使用した表示
装置は、無線通信手段を介してホームサーバが有する機能（全ての公共放送を受信する機
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能、電話等の通信回線へ接続する機能、パッケージメディアの再生機能、大容量データ信
号の記録機能、パーソナルコンピュータ演算機能）によって処理実行された信号が表示可
能となり、表示装置とホームサーバとの通信可能な距離であれば、表示装置が設置される
場所は束縛されない。
また、表示装置は液晶表示素子を使用することで軽量、薄型となり、これにより利用者は
宅内のあらゆる場所でホームサーバの有する機能が享受可能となる。
【００７８】
また、本発明によれば、ホームサーバは複数の表示装置と同時に通信することが可能であ
り、それぞれの表示装置は、それぞれが要求するホームサーバの機能を同時に享受するこ
とが可能となる。
さらに、本発明によれば信号変換装置を接続した受像機能を有しないテレビジョン受像機
は、無線・有線通信手段を介してホームサーバが有する機能（全ての公共放送を受信する
機能、電話等の通信回線へ接続する機能、パッケージメディアの再生機能、大容量データ
信号の記録機能）によって処理実行された信号が表示可能となり、信号変換装置とホーム
サーバとの通信可能な距離であれば信号変換装置が設置される場所は束縛されない。
【００７９】
また、本発明によればホームサーバは複数の表示装置・信号変換装置と同時に通信するこ
とが可能であり、夫々の表示装置は夫々が要求するホームサーバの機能を同時に享受する
ことが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のホームネットワークシステムの全体の概略構成を示すブロック図である
。
【図２】図１に示すホームネットワークシステムを構成するホームサーバと表示装置ある
いは信号変換装置間の相互認識手段の構成を示すブロック図である。
【図３】図１に示すホームネットワークシステムを構成するホームサーバと表示装置ある
いは信号変換装置間の認識処理手順を示すフローチャート図である。
【図４】本発明のホームネットワークシステムを構成するホームサーバの構成を示すブロ
ック図である。
【図５】本発明のホームサーバ内の無線制御部の内部構成を示すブロック図である。
【図６】本発明のホームサーバの送信電力方向制御手段の処理手順を示すフローチャート
図である。
【図７】家屋の構造と家屋の面積をマトリックス上に配置した上で、図６での入力項目で
、どのカテゴリー（Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｇ，Ｈ）に属するかを割り出す方式を説明
する図である。
【図８】本発明のホームサーバにおける表示装置（信号変換装置）への送信手段に備えら
れた周波数自動切換手段の処理手順を示すフローチャート図である。
【図９】本発明のホームサーバにおける表示装置（信号変換装置）への送信手段に備えら
れた周波数自動切換手段の周波数帯を切り換える基準を示す図である。
【図１０】本発明のホームネットワークシステムを構成する表示装置の構成を示すブロッ
ク図である。
【図１１】本発明のホームネットワークシステムを構成する信号変換装置の外観イメージ
図である。
【図１２】本発明のホームネットワークシステムを構成する信号変換装置の構成を示すブ
ロック図である。
【図１３】従来の宅内配線システムの構成を示すブロック図である。
【符号の説明】
１…衛星放送信号、２…ＴＶ放送信号、３…ＣＡＴＶ放送信号、４…電話回線による通信
信号、５…ホームサーバ、６…表示装置、７，７ａ…リモコン、８…キーボード／マウス
、９…メモリーカード、１０…ムービー、１１…テレビジョン受像機、１２…信号変換装
置、２０…赤外線通信、２１，２３ａ…無線通信、２２，２４，２５…有線通信、２３…
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赤外線通信、５１…外部信号受信復調部、５１８…無線制御部、５２…デジタル信号処理
部、５３…パーソナルコンピュータ制御部、５４…信号制御部、５５…内蔵型記録装置、
５６…可搬型記録装置、５７…有線制御部、５８…無線制御部、５８１…送信信号認識部
、５８２…周波数帯自動制御部、５８３…周波数自動制御処理部、５８４…信号送受信部
、５８５…送信電力制御部、５８６…送信方向アンテナ制御部、５９…光伝送素子、６０
…アンテナ部、６１…記録メディア、６２…リモコン、６３…無線・有線切換え部、６３
１…表示装置（信号変換装置）認識処理部、６３２…無線・有線信号処理部、６３３…無
線・有線切換えスイッチ部、７１…アンテナ部、７２…無線制御部、７２１…表示装置（
信号変換装置）認識制御部、７３…信号処理部、７４…表示部、７５…信号制御部、７６
…光空間伝送センサ部、７７…アンテナ部無線制御部、７８…有線接続用接続端子、７９
…ＤＶ用端子、８０…メモリーカードスロツトル、９０…映像音声出力制御部、９１，１
１１…Ｄ端子、９２，１１２…ＡＶ端子、９３，１１３…コンポジット端子、９４…表示
ディスプレイ部。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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